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矢掛高校書道部が学校を飛び出して書道展を行います 

「本陣から、未来へ」開催のご案内 
 
 岡山県立矢掛高等学校では、矢掛町と包括連携協定を結び、矢掛町を学びのフィールド

として、矢掛高校でしか体験できない学びづくりに取り組んでいます。今回は、国指定重

要文化財である旧矢掛本陣石井家住宅内で、４月２９日（水）～５月６日（水）まで、書

道部の作品展を行います。今回の作品展のためのオリジナル作品が展示されます。 
本校の地域との取り組みを広く周知することで、矢掛高校でしか体験できない活動の創

生につながると考えております。ぜひご協力ください。 
 
１ 日 時：令和８年４月２９日（水）～５月６日（水） 
 

２ 場 所：旧矢掛本陣石井家住宅 

      岡山県小田郡矢掛町矢掛３０７９ 
 

３ 出 展：岡山県立矢掛高等学校書道部 

 

旧矢掛本陣石井家住宅とは・・・ 

石井家は、江戸時代に矢掛宿の本陣職を代々務め、現在、その家屋は国の重要文化財に指

定されている。現存する石井家の建物は江戸時代中期から後期に建てられたものを中心に

順次改築され今に至る。約 1,000 坪（ 約 3,200 ㎡）の屋敷地には、本陣施設として上段

の間を備えた御座敷、御成門などの迎客施設を整え、さらに家人の生活の場や家業の酒造

業を営むための主屋、内倉、酒倉、西倉など、合わせて十数棟が建っており、往時の姿の

まま今日に至っている。 （矢掛町 HP より引用） 

 

 

 

 

 


